































































れた（概括的な解説書としてはHassin, Uleman, & Bargh, 2005などを参照）。社会心理学もその
影響を強く受けて、集団や社会的カテゴリーに対する偏見やステレオタイプ（Devine & Sharp, 
2009）、説得的メッセージの処理過程（Eagley & Chaikin, 1993; Petty & Cacioppo, 1986）、自己評
価（Greenwald & Banaji, 1995）、目標達成行動（Bargh, Gollwitzer, & Oettingen, 2010）など多様
な問題領域で、自動的・統制的の二過程によって社会的認知の実態を理解しようとする試みが



































とが知られている部位（内側前頭前皮質medial prefrontal cortexや後帯状皮質posterior cingulate 
cortex: PCCなど）に、顕著な賦活が見られることが報告されている（Greene, Sommerville, Nys-
trom, Darley, & Cohen, 2001）。一方、道徳的是非の判断が難しい課題になるほど、理性的な情
報処理過程と関連するとされる領野の活動が増加することも明らかになっている。すなわち、
矛盾を検知する過程でしばしば観察される前帯状回（anterior cingulate cortex: ACC）や、統制
的な情報処理過程との関連が指摘される前背外側前頭前野（anterior dorsolateral prefrontal cor-
tex: aDLPFC）、および下頭頂小葉（inferior parietal lobule: IPL）などの賦活が見られたのである
















































































価値観と整合する方向に変容・調整されることが知られている（Higgins & Rholes, 1978）。さ
らに重要なことに、受け手に向けて調整をされたはずのコミュニケーション内容が、言わば反
射するように送り手自身の好みや態度、さらにはオリジナル情報の記憶までをも歪めることも










（person as an intuitive prosecutor）がそれである。これは、対人認知の分野で頑健性が確認され
てきた基本的原理についての知見と合致する。すなわち、人は一般に、他者の行動の原因を、
環境要因よりも行為者の性格や動機、態度などの傾性（disposition）に帰着させやすく（Gilbert 















































































































































（judgment of justice）に関する研究である（7） 。社会的交換理論の観点が心理学に導入されると、
それは直ちに、資源の配分に関わる「平等」（equality）の原則と「衡平」（equity）の原則に関
わる公正観の研究を生んだ（Walster et al., 1978）。特に、人々が後者を公正であると判断する
のが、どのような心理的メカニズムに基づき、またどのような要因に規定されるかについて、
当時の社会心理学において優勢であった認知的斉合性理論（cognitive consistency theory; Heider, 
1958など）を援用した説明が試みられた。「人間は各自の資質や努力に相応の結果を得るのが
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